
昭 和42 年8 月5 日

区のお知らせ
第184 号( 1)

足 立 区
企 画 室

( 882) 1111

消費者相談案内

日曜・祝日 を除< 毎日、 午前9 時
から午後4 時まで、ただし土曜日

は正後。区役所内経済課商工係窓

口で、商品の品質・規格・表示・
量目・価格・食品衛生などについ

ての苦情や相談を受 けています。

人 口 調 べ

( 昭和42年7 月1 日現在)

世帯　154, 240

男　272, 780
女　259, 267

計　531, 047

( 前月より799人の増)

有
機
的
な
公
園
づ
く
り

区
画
整
理
で
た
く
さ
ん
公
園
で
き
る

緑
が
ほ
し
い
、
子
ど
も
の
遊
び
場
が
ほ
し
い
、
静
か
な
い
こ
い
の
場

が
…
…
気
ぜ
わ
し
い
環
境
の
中
で
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
れ
は
切
実
な
願
い
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
宅
地
化
が
進
む
に
つ
れ
て

草
木
の
緑
が
減
り
、
市
街
地
化
す
る
に
し
た
が
っ
て
遊
び
場
や
い
こ
い

の
場
が
失
な
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
公
園
や
広
場
が
少
な
い
の
は
都
内

各
区
共
通
の
悩
み
。
当
区
に
し
て
も
同
じ
で
す
が
、
さ
い
わ
い
ま
だ
市

街
地
化
さ
れ
て
い
な
い
広
い
土
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
月
号

は
、
都
市
開
発
の
進
む
当
区
が
、
公
園
用
地
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、

ま
た
親
し
ま
れ
る
公
園
を
つ
く
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
造
園
を
行
な
っ

て
い
る
か
…
…
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

現
在
、
区
立
公
園
三
十
九
か
所
十
六

万
六
千
平
方
メ
ー
ト
ル
、
都
立
公
園
一

か
所
約
六
万
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
人

口
一
人
当
り
〇
・
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル
。

公
園
面
積
を
他
区
と
比
べ
る
と
、
昭
和

四
十
一
年
三
月
現
在
十
七
位
で
、
都
心

区
の
方
が
か
え
っ
て
広
い
面
積
を
も
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
公
園
法
に
よ

る
と
、
住
民
一
人
当
り
六
平
方
メ
ー
ト

ル
(
市
街
地
の
場
合
は
、
市
街
地
の
住

民
一
人
当
り
三
平
方
メ
ー
ト
ル
)
が
標

準
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

、
当
区
は
公

園
を
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
造
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
ま
ず
第
一
に
公
園
用
地
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、

す
で
に
市
街
地
化
さ
れ
て
い
る
堤
南
地

区
は
む
ず
か
し
い
の
で
、
堤
北
地
区
に

重
点
を
置
き
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
っ
て
用
地
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

区
画
整
理
事
業
で
は
、
施
行
面
積
の

八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
公
園
に
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
施
行
中
の
十

四
組
合
が
つ
く
る
公
園
用
地
面
積
は
、

施
行
面
積
の
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
百
十

万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
事
業

が
お
わ
り
区
ま
た
は
都
に
移
譲
さ
れ
、

さ
ら
に
現
在
準
備
中
の
七
つ
の
土
地
区

画
整
理
組
合
と
、
そ
れ
以
外
に
設
立
が

予
想
さ
れ
る
組
合
の
公
園
用
地
も
加
え

ま
す
と
将
来
は
他
区
よ
り
も
多
く
の
広

い
公
園
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、公
園
の
よ
し
あ
し
は
、そ

の
面
積
だ
け
で
判
断
す
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。都
市
全
体
に
お
け
る
公
園

の
面
積
、種
類
、配
置
な
ど
が
調
和
の

と
れ
た
計
画
に
基
づ
い
て
造
成
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。こ
の
た

め
、一
般
公
園
の
ほ
か
に
都
市
計
画
の

指
定
公
園
が
定
め
ら
れ
、都
市
全
体
の

公
園
造
成
に
つ
い
て
調
整
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。当
区
の
場
合
、そ
の
大
部

分
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

公
園
は
、
お
の
お
の
の
面
積
が
広
け

れ
ば
各
種
の
施
設
や
遊
具
を
そ
ろ
え
、

総
合
公
園
に
す
る
と
よ
い
の
で
す
が
、

当
区
の
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
狭
い
た
め

数
か
所
の
公
園
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
、

そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
公
園
に
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
を
つ
け
、都
市
計
画
と
の
関
連
も

考
え
有
機
性
を
持
た
せ
る
よ
う
造
園
し

て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、左
図
の
よ
う

に
、大
谷
田
、東
和
、綾
瀬
地
区
の
公
園

を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
、花
壇
、集
会
場
、

野
球
場
、
交
通
広
場
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ー
ナ
ー
、
散
策
道
(
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
)
　

遊
戯
コ
ー
ナ
ー
な
ど
各
種
の
公
園
施
設

を
、
公
園
の
広
さ
、
場
所
、
他
公
園
と

の
関
連
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
配
備
す

る
よ
う
造
園
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

都立東綾瀬 公園

千
住
地
区
に

〝
日
本
庭
園
〟
風

の
公
園

公
園
づ
く
り
は
、
生
活
環
境
の
整
備

と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
区
で
は
重
点
的
に
行
な
っ
て

お
り
、
今
年
度
は
、
次
の
造
園
工
事
を

行
な
い
ま
す
。

(
1
)
千
住
仲
町
公
園
(
千
住
仲
町
八
七
番

地
三
千
二
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
、

千
住
桜
木
町
公
園
(
千
住
桜
木
町
七
番

地
二
千
六
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)
を

新
設
し
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
公
園
は
、

用
地
を
買
収
し
て
造
る
も
の
で
、
特
に

千
住
仲
町
公
園
は
、
築
山
や
池
な
ど
を

造
り
緑
豊
か
な
日
本
庭
園
風
の
公
園
に

し
ま
す
。

(
2
)
現
在
建
設
中
の
東
部
区
民
福
施
セ
ン

タ
ー
敷
地
内
に
、
三
千
三
百
平
方
メ
ー

ト
ル
の
交
通
公
園
を
造
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
子
ど
も
に
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を

体
得
し
て
も
ら
う
よ
う
信
号
機
や
横
断

歩
道
、
豆
自
動
車
な
ど
を
設
け
、
交
通

指
導
員
も
配
備
し
ま
す
。

(
3
)
北
千
住
公
園
に
、一
周
二
百
メ
ー
ト

ル
、
直
線
百
メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
の
陸
上

競
技
場
を
造
り
ま
す
。
こ
の
公
園
は
、

す
で
に
弓
道
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
相

撲
場
(
す
も
う
じ
ょ
う
)
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

(
4
)
五
反
野
・
綾
南
・
竹
の
塚
六
号
・
南

椿
・
北
宮
城
・
尾
竹
橋
公
園
の
六
か
所

に
少
年
野
球
場
を
造
り
ま
す
。
こ
の
野

球
場
は
、小
学
生
と
中
学
生
専
用
で
す
。

な
お
、
都
で
は
四
十
三
年
度
ま
で
に

次
の
河
川
敷
を
整
備
し
て
野
球
場
や
遊

び
場
を
つ
く
り
ま
す
。

▽
下
沼
田
、北
宮
城
地
区
約
十
八
万
三

千
平
方
メ
ー
ト
ル
=
野
球
場
、
ピ
ク
ニ

ッ
ク
広
場
　
▽
小
台
地
区
約
五
万
一
千

平
方
メ
ー
ト
ル
=
野
球
場

公園を愛し
ましょう

公
園
は
み
な
さ
ん
の

も
の
で

す
。
せ
っ
か
く
き
れ
い
に
造
ら
れ

た
公
園
も
、
荒
ら
さ
れ
た
り
、
ゴ

ミ
が
散
ら
か
っ
て
て
い
て
は
だ
い

な
し
で
す
。
公
園
は
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
楽
し

み
、
い
こ
え
る
場
と
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
公
園
を
愛
し
、
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
先
月
号
で
チ
ビ
ッ
コ
砂

場
の
ご
提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た

と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

「
申
し
出
」
は
お
済
み
で
す
か

九
月
一
日
に
調
製
　
選
挙
人
名
簿
の
登
録

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
九
月
一
日

現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
を
行

な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
ま
ま
で
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、

□
…
昭
和
二
十
二
年
九
月
二
日
以
前
に

生
ま
れ

□
…
昭
和
四
十
二
年
六
月
一
日
以
前
か

ら
九
月
一
日
ま
で
、
引
き
続
き
当
区

に
住
ん
で
い
る
日
本
国
民
で

□
…
昭
和
四
十
二
年
九
月
一
日
ま
で
に

登
録
の
申
し
出
を
し
た
人

を
名
簿
に
登
録
す
る
も
の
で
す
。

選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
、
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
「
登

録
の
申
し
出
」
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ

い
。
受
付
場
所
は
、
出
張
所
、
ま
た
は

選
挙
管
理
委
員
会
で
す
。

○
…
新
し
く
二
十
歳
に
な
っ
た
人

○
…
当
区
へ
転
入
し
て
き
た
人
で
、
ま

だ
選
挙
人
名
簿
登
録
の
申
し
出
を
し

て
い
な
い
人

〇
…
当
区
に
長
く
住
ん
で
い
て
も
、
ま

だ
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

な
お
、当
区
へ
転
入
し
て
き
た
人
で

こ
れ
か
ら
申
し
出
を
す
る
人
は
、前
住

地
の
市
区
町
村
役
場
が
発
行
す
る
〝選
挙

人
名
簿
の
異
動
に
関
す
る
文
書
〟
が

必
要
で
す
。

選
挙
標
語
募
集

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
表
現
し
た
標

語
を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
多

数
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
　
区
内
在
住
者

応
募
方
法
　
「
は
が
き
」
一
枚
に
つ

き
一
点
と
し
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
(

学
校
名
)
、
年
令
を
明
記
す
る
こ
と

あ
て

先
　
区
選
挙
管
理
委
員
会
(

千
住
一
丁
目
五
〇
　
区
役
所
内
)

締
め
切
り
　
九
月
三
十
日

発

表
　
十
一
月
上
旬
、
区
内
に

掲
示
の
上
、
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

入
賞
　
審
査
に
よ
り
次
の
と
お

り
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

一
等
―
一
名
、
五
千
円
相
当
の
品

二
等
―
二
名
、
三
千
円
相
当
の
品

佳
作
―
八
名
、
五
百
円
相
当
の
品

そ
の
他
応
募
者
全
員
に
記
念
品

な
お
、
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
属

し
ま
す
。
一
人
で
何
点
応
募
し
て
も
け

っ
こ
う
で
す
が
、
必
ず
自
作
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。

主

催
　
足
立
区
明
る
く
正
し
い

選
挙
推
進
協
議
会
、
足
立
区
選
挙
管
理

委
員
会

緑
を
守
ろ
う

ア
メ
・
ヒ
ト
の
防
除
を

そ
ろ
そ
ろ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

第
二
化
期
(
二
回
め
の
繁
殖
期
)
に
は

い
り
ま
し
た
。

第
一
化
期
は
、
他
区
が
去
年
よ
り
多

く
発
生
し
て
い
る
の
に
対
し
、
足
立
区

は
減
っ
て
お
り
、
防
除
活
動
の
効
果
が

だ
い
ぶ
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

第
一
化
期
よ
り
第
二
化
期
の
方
が
、
多

量
に
発
生
し
ま
す
の
で
油
断
は
で
き
ま

せ
ん
。
よ
り
強
力
な
防
除
を
行
な
い
、

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を
根
絶
し
ま
し

ょ
う
。

防
除
の
方
法
は
、
八
月
か
ら
九
時
に

か
け
て
の
産
卵
と
ふ
化
期
に
、
巣
の
つ

い
た
枝
や
葉
を
切
り
落
と
し
、
焼
き
捨

て
る
の
が
コ
ツ
で

、
幼
虫
が
大
き
く
な

っ
て
か
ら
で
は
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま

せ
ん
。
区
で
は
、
八
月
中
旬
か
ら
街

路
樹
や
公
園
・
児
童
遊
園
・
区
立
保

育
園
な
ど
公
共
樹
木
の
害
虫
駆
除
を
行

な
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
家
庭
の

樹
木
の
防
除
を
行
な
う
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

8月31日
区
・
都
民
税
第
二
期
分

個
人
事
業
税
第
一
期
分

の
納
期
限
で
す

川
を
き
れ
い
に

夏
は
、
特
に
川
の
汚
れ
が
め
だ
ち
ま

す
。
汚
濁
が
ひ
ど
く
な
る
と
、雨
樋
(
あ

ま
ど
い
)
や
て
す
り
、
水
道
の
じ
ゃ
口

な
ど
の
金
属
が
腐
し
ょ
く
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
食
欲
減
退
や
頭
痛
が
お
こ

り
健
康
を
そ
こ
ね
た
り
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
工
場
か
ら
の
廃
液
や
家
庭
下
水

、

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
な
ど
に
よ
り
水
が
汚

れ
メ

タ
ン
ガ
ス
や
硫
化
(り
ゅ
う
か
)

水
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

川
は
下
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健

康
と
都
市
美
を
守
る
た
め
、
工
場
で
は

汚
水
を
浄
化
し
て
か
ら
川
へ

流
す
よ

う
、
ま
た
、
一
般
家
庭
で
も
ゴ
ミ
の
投

げ
捨
て
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。な

お
、
さ
き
ご
ろ
、
江
南
中
、
十
四

中
、
梅
島
小
の
三
地
点
で
、
大
気
汚
染

と
ば
い
煙
の
測
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
詳
し
い
結
果
は
十
月
ご
ろ
わ
か
る

予
定
で
す
。

故
障
し
た
街
路
灯
の
連
絡

に
つ
い
て
　
=
お
願
い
=

故
障
し
た
街
路
灯
に
つ
い
て
ご
連
絡

し
て
い
た
だ
く
と
き
、街
路
灯
番
号
や

所
在
地
、目
標
な
ど
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
た
め
、修
理
に
行
け
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、修
理
は
、そ
の
街
路

灯
の
種
類
に
よ
っ
て
管
か
つ
も
違
い
ま

す
の
で
、ご
連
絡
し
て
い
た
だ
く
際
は

あ
ら
か
じ
め
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

街
路
灯
の
見
分
け
方
と
連
絡
先

(
1
)
都
街
路
灯
―
灯
体
が
空
色
、一
部
だ

い
だ
い
色
有
り
(
水
銀
灯
)

都
第
五
建
設
事
務
所
東
出
張
所

電
話
六
〇
二
―
一
五
七
六

ま
た
は
、
同
西
出
張
所

電
話
八
八
九
―
六
七
五
一

(
2
)
区
街
路
灯
―
灯
体
が
だ
い
だ
い
色

区
土
木
部
管
理
課
公
園
係

電
話
　
区
役
所
内
線
四
二
二
～
四

(
3
)
地
元
町
会
防
犯
灯
―
電
柱
の
色
は
さ

ま
ざ
ま
(
蛍
光
灯
・
白
熱
灯
=
電
球
)

地
元
町
会

故
障
時
の
連
絡
事
項

(
1
)
街
路
灯
番
号
　
▽
独
立
し
た
街
路
灯

の
場
合
、
地
上
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の

正
面
に
あ
る
四
ケ
タ
の
番
号
　
▽
電

柱
に
取
り
付
け
た
街
路
灯
の
場
合
、

地
上
五
メ
ー
ト
ル
の
側
面
に
あ
る
四

ケ
タ
の
番
号

(
2
)
所
在
地
　
付
近
の
町
名
地
番

(
3
)
目
標
　
学
校
、交
番
、消
防
出
張

所
、
会
社
名
、
そ
の
他
目
標
と
な
る

建
物
の
名
称

な
お
、
区
ま
た
は
都
が
修
理
し
た
と

き
は
、
付
近
の
人
に
修
理
確
認
の
印
を

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

十
五
億
円
の
補

正
予
算
案
可
決

十
五
億
七
百
三
十
七
万
五
千
円
に
の

ぼ
る
一
般
会
計
補
正
予
算
案
第
二
号
ほ

か
二
十
五
議
案
が
、さ
る
七
月
十
一
日

の
区
議
会
本
会
議
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、請
願
・
陳
情
合

わ
せ
て
八
十
一
件
を
議
決
し
、
特
別
区

区
長
公
選
制
実
現
に
関
す
る
意
見
書
と

大
師
線
廃
止
反
対
に
関
す
る
意
見
書
も

可
決
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
方
面
に
提

出
し
ま
し
た
。

ご
ぞ
ん
じ

で
す
か
―

行
政
相
談
員

国
の
行
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん

の
不
平
不
満
を
き
い
て
適
切
に
解

決
し
て
く
れ
る
の
が
役
め
で
す
。

当
区
担
当
の
委
員
は
次
の
か
た
が

た
で

、
相
談
は
い
つ
で
も
委
員
の

自
宅
で
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
電

話
や
手
紙
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

(
敬
称
略
)

坂
田
幸
太
郎

千
住
二
丁
目
三

電
話
八
八
一
―

三
五
二
九

鈴
木
文
冶
郎

島
根
一
丁
目
一

―
二
七

電
話

八
八
七
―
三
一

〇
五な

お
、
み
な

さ
ん
の
便
宜
を
は
か
っ
て
、次
の

と
お
り
定
例
相
談
日
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
、遠
慮
な
く
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

毎
月
第
二
木
曜
日
(
午
後
一
時

～
四
時
)
　

場
所
は
、区
役
所
区
民

相
談
室
　
電
話
内
線
三
〇
七
～
八

検
察
審
査
会

検
察
官
の
し
ご
と
に
国
民
の
意

思
を
反
映
さ
せ
て
明
る
く
正
し
い

も
の
に
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
生

ま
れ
た
制
度
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、検
察
官
が
不
起
訴

(
裁
判
に
か
け
な
い
)
に
し

た
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か
調
べ

そ
れ
が
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
判
断

し
た
場
合
は
、起
訴
す
る
よ
う
検

察
庁
に
申
し
入

れ
ま
す
。会

は
、一
般
有
権

者
の
中
か
ら

「く
じ
」で
選

ば
れ
た
十
一
人

の
か
た
た
ち
で
構
成

さ
れ
、
そ

の
任
期
は
六
か

月
で
す
。

検
察
官
の
不

起
訴
処
分
に
納

得
が
い
か
な
い
と
き
は
、
泣
き
寝

入
り
せ
ず
に
検
察
審
査
会
に
頼
み

ま
し
ょ
う
。
申
し
立
て
は
次
の
と

こ
ろ
へ
。

東
京
地
方
裁
判
所
本
庁
舎
内

東
京
第
一
・
二
検
察
審
査
会
事

務
局

千
代
田
区
霞
ケ
関
一
―
一
―
二

電
話

五
八
一
―
五
四
一
一

■ … 区役所の電話　882- 1111　第二庁舎　886- 3165　足立福祉事務所　888- 3141　 中部福祉事務所　889- 1481
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子どもの気持に理解を
事故防止には親の注意が肝心

健康と

安全と
学習と

安
全
き
び
し
い
暑
さ
の
た
め

に
心
が
乱
れ
が
ち
と
な

り
、
そ
の
心
の
す
き
間
に
事
故
が
忍
び

よ
っ
て
き
ま
す
。
交
通
事
故
、
水
難
事

故
な
ど
が
八
月
に
ぐ
ん
と
ふ
え
る
の
は

こ
の
た
め
で
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故
の

う
ち
、
「
路
上
遊
戯
」
「
飛
び
出
し
」

「
横
断
の
不
注
意
」
な
ど
が
事
故
の
お

も
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

午
前
十
一
時
～
正
午
と
午
後
四
時
～
六

時
ま
で
の
間
の
事
故
が
多
く
「
魔
の
時

間
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
交
道
法
で
は
「
子
ど
も
(
十
三

歳
未
満
)
の
保
護
者
は
、
交
通
ひ
ん
ぱ

ん
な
道
路
、
踏
み
切
り
な
ど
で
子
ど
も

を
遊
ば
せ
た
り
、
幼
児
の
一
人
歩
き
を

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」(
要
旨
)
と
定

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
人
で
歩
い

て
い
る
幼
児
や
、
路
上
で
遊
ん
で
い
る

児
童
の
な
ん
と
多
い
こ
と
で
し
よ
う
。

親
の
注
意
さ
え
あ
れ
ば
子
ど
も
の
事
故

の
大
半
は
防
げ
る
も
の
で
す
。
ど
ん
な

に
忙
し
く
て
も
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

特
に
、
子
ど
も
連
れ
で
出
か
け
る
と

き
は
、
こ
ど
も
に
安
全
教
育
を
す
る
よ

い
機
会
で
も
あ
り
、
周
到
な
保
護
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
点
に
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
1
)
子
ど
も
を
連
れ
て
買
物
な
ど
に
行
く

と
き
は
必
ず
右
手
で
子
ど
も
の
手
を
ひ

い
て
道
路
の
右
側
を
通
行
し
、
ど
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
子
ど
も
の
手
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

(
2
)
買
い
物
に
夢
中
に
な
っ
て
親
が
ち
よ

っ
と
目
を
離
し
た
す
き
に
事
故
に
あ
う

ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
。常
に
自
分

の
前
に
子
ど
も
を
立
た
せ
、飛
び
出
さ

な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
買
い
物
を

し
ま
し
よ
う
。

(
3
)
道
で
知
人
に
会
う
と
、よ
く
母
親
同

志
の
会
話
が
始
ま
り
ま
す
。
母
親
の
注

意
が
子
ど
も
か
ら
そ
れ
る
の
で

、
勝
手

な
行
動
を
は
じ
め
道
路
へ
飛
び
出
し
て

事
故
が
起
こ
る
わ
け
で
す
。
路
上
で
は

あ
い
さ
つ
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。

学
習
家
庭
で
の
学
習
は
、
子

ど
も
自
身
で
行
な
う
の

が
よ
く
、親
が
手
伝
う
の
は
あ
ま
り
感

心
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
知
識
を
つ
め
込

ま
せ
た
り
、
受
験
勉
強
を
強
制
す
る
こ

と
は
考
え
も
の
で

、
本
人
の
意
志
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
ば
で
見
守
っ
て
い
て

や
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で

す
。し

か
し
、興
味
や
関
心
の
あ
る
も
の

か
ら
手
を
つ
け
る
よ
う
指
導
し
た
り
、

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、ど
こ
で
調
べ

た
ら
よ
い
か
な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
あ

げ
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

勉
強
時
間
は
、
無
理
の
な
い
一
定
時

間
と
し
、
毎
日
涼
し
い
う
ち
に
や
る
よ

う
習
慣
づ
け
ま
し
よ
う
。
ま
た
、
図
書

館
な
ど
も
利
用
す
る
よ
う
指
導
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

区
立
図
書
館
　
▽
千
住
(
千
住
竜
田
町

五
二
　
電
話
八
八
一
―
一
九
九
四
)

▽
梅
島
(
梅
田
六
丁
目
三
三
―
九
　
電

話
八
八
六
―
二
六
〇
四
)
　

▽
宮
城
(

宮
城
一
丁
目
二
七
―
八
　
電
話
九
一
三

―
〇
四
六
〇
)
　
▽
新
田
(
新
田
三
丁

目
一
四
―
一
　
電
話
九
一
二
―
一
七
六

七
)

読
書
室
　
▽
青
年
館
(
西
新
井
一
丁
目

四
―
一
七
　電
話
八
八
七
―
〇
〇
六
一
)
　

▽
生
活
館
(
東
綾
瀬
一
丁
目
五
―
一
七

電
話
六
〇
五
―
五
一
九
六
)
　
▽
中
部

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
児
童
館
(
梅
田
町

一
八
四
　
電
話
八
八
九
―
一
四
八
四
)

健
康
休
み
中
は
ど
う
し
て
も

夜
ふ
か
し
や
、
朝
寝
、

テ
レ
ビ
の
見
す
ぎ
、
食
べ
す
ぎ
、
夜
間

外
出
な
ど
し
や
す
く
な
り
が
ち
で

す

が
、
不
規
則
な
生
活
は
、
精
神
の
み
だ

れ
の
は
じ
ま
り
で
す
か
ら
、
家
族
全
員

で
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

こ
れ
に
は
、
学
校
で
つ
く
っ
た
夏
休

み
中
の
日
課
表
を
参
考
に
し
、
そ
の
目

的
か
ら
は
ず
れ
な
い
程
度
に
自
分
の
家

庭
に
あ
っ
た
も
の
を
考
え
て
は
い
か
が

で
し
よ
う
。

「
家
庭
の
日
」設
置
パ
レ
ー
ド

さ
る
七
月
二
十
二
日
、
本
木
地
区

で
「
家
庭
の
日
」
設
置
記
念
パ
レ
ー

ド
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
「
家
庭
の

日
」
は
親
と
子
が
と
も
に
遊
び
、
話

し
合
い
、
健
康
で
明
る
い
家
庭
を
つ

く
る
日
と
し
て
昨
年
六
月
か
ら
他
区

に
さ
き
が
け
て
設
け
て
い
る
も
の

で
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
設
け
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
青

少
年
委
員
や
母
の
会
、
自
治
会
の
役

員
な
ど
が
本
木
小
学
校
に
集
ま
り
、

区
少
年
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
、
「
月
に

一
度
は
家
庭
の
日
を
設
け

ま
し

よ

う
」
子
ど
も
た
ち
に
愛
の
一
声
を
」

な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ
て
、

西
新
井
小
学
校
ま
で
の
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

写
真
は
本
木
新
道
を
パ
レ
ー
ド
す

る
少
年
鼓
笛
隊

交
通
安
全
の

ポ
ス
タ
ー
と
作
文
募
集

先
に
行
な
わ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運

動
中
も
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
は
相
変

ら
ず
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
こ

で
、
区
と
区
交
通
安
全
協
議
会
で
は
、

も
っ
と
も
っ
と
交
通
安
全
思

想
を
高

め
、
交
通
惨
禍
の
な
い
足
立
区
に
し
よ

う
と
、
交
通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
と
作
文

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

作
品
内
容
　
交
通
安
全
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
、
作
文
。

募
集
期
間
　
夏
休
み
終
了
後
か
ら
九
月

九
日
ま
で

申
込
み
先
　
区
役
所
内
区
民
課
普
及
係

(
内
線
三
〇
五
)

。

優
秀
作
品
は
、十
月
に
開
催
予
定
の

交
通
安
全
運
動
区
民
大
会
で
発
表
し
、

表
彰
し
ま
す
。区
内
小
中
学
生
の
み
な

さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

敬
老
金
の
申
し
出
を

明
治
二
十
五
年
一
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
一
日
以
前

か
ら
都
内
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た
に
、
九
月
十
五
日
(
敬
老
の
日
)
に

敬
老
金
二
千
円
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

こ
と
し
か
ら
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
た
、
ま
た
受
給
資
格
が
あ
っ
て

新
し
く
足
立
区
に
転
入
さ
れ
た
か
た
は

厚
生
部
福
祉
課
援
護
係
(
内
線
三
六
四

～
五
)
ま
た
は
近
く
の
民
生
委
員
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

花
畑
水
門
を
改
良

都
第
五
建
設
事
務
所
で
は
、き
た
る

九
月
か
ら
来
年
六
月
ま
で
の
十
か
月
間

花
畑
水
門
(
綾
瀬
川
・
花
畑
川
合
流
点
)

の
改
良
工
事
を
行
な
い
ま
す
。こ
の
工
事

は
、水
門
の
観
音
扉
(
と
び
ら
)
を
開
閉

簡
便
な
巻
き
上
げ
扉
に
改
良
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
期
間
中

水
門
は
通
船
止
め
と
な
り
ま
す
が
、花

畑
川
内
で
作
業
す
る
船
舶
は
、六
木
水

門
を
利
用
で
き
ま
す
。

訂
正

先
月
号
、災
害
関

係
の
電
話
一
覧
表

中
、水
道
局
足
立
営
業
所

の
電
話
「八
八
七
―
六
一
一
一
」

を
「
八
八
七
―
六
一
六
一
」
に
ま
た
、

「
東
京
ガ
ス
荒
川
営
業
所
八
九
一
―
二

一
〇
一
」
を
「
東
京
ガ
ス
葛
飾
営
業
所

六
〇
三
―
〇
三
六
一
」
に
訂
正
し
ま
す

区
民
水
泳
競
技
大
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

夏
期
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
た
け
な

わ
。
区
と
区
教
委
で
は
次
に
よ
り
区
民

水
泳
競
技
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
特
に
家
庭
婦
人
の
た
め
の
マ
マ
さ

ん
レ
ー
ス
、
一
般
男
子
の
年
令
別
レ
ー

ス
な
ど
の
種
目
を
設
け
ま
し
た
の
で
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

…
八

月

二
十

日
(

日
)

午

前

九

時

会
場

…
区

体
育

館
(
中

央
本

町

一
丁

目
)

参
加

資

格
…

区

内

在

住
・

在
勤

・

在

学

種
目

…

背
泳

、
自

由

型
、
平

泳

、
バ

タ

フ

ラ

イ

、
個

人

メ
ド

レ

ー

、

リ

レ

ー

、
メ
ド

レ
ー
リ

レ
ー

申
込
み
締
切
り
…
八
月
十
四
日
(
月
)

申
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教

育
課
体
育
係
(
電
話
内
線
五
八
八
)

テ

ン

ト

貸

し

ま

す

青
少
年
の
グ
ル
ー
プ
活
動
の
た
め
に

テ
ン
ト
を
無
料
で
お
貸
し
し
て

い
ま

す
。
ご
希
望
の
団
体
は
、
社
会
教
育
課

青
少
年
係
(
内
線
五
八
七
)
へ
。

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

募

集

区
と
区
観
光
協
会
の
協
催
で
、十
月

十
二
日
、十
三
日
に
伸
び
ゆ
く
足
立
の

姿
を
題
材
に
し
た
、写
真
コ
ン
ク
ー
ル

を
行
な
い
ま
す
。
参

加
希
望
の
か
た
は
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▽
作
品
サ
イ
ズ
　
第
一
部
、
白
黒
四
ツ

切
り
　
第
二
部
、カ
ラ
ー
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

キ
ヤ
ビ
ネ

▽
締
め
切
り
　
十
月
二
日
(
月
)

▽
送
り
先
　
足
立
区
役
所
区
民
部
経
済

課
、
ま
た
は
東
京
写
真
材
料
商
業
協
同

組
合
足
立
地
区
加
入

店
作
品
は
、一
年
以

内
に
撮
影
の
自
作
品

で
未
発
表
の
も
の
。詳
し
く
は
、経
済

課
(
内
線
三
三
二
～
三
三
六
)
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

道
路
の
掘
り
返
し
に
制
限

新
し
く
舗
装
し
た
道
路
は
、そ
の
舗
装

の
程
度
に
よ
り
一
定
の
期
間
、掘
り

返
せ
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、電
気
、ガ
ス
、水
道
な

ど
を
引
き
込
む
と
き
、そ
の
道
路
が
高

級
舗
装
の
場
合
、舗
装
し
て
か
ら
五
年

以
内
、中
級
舗
装
三
年
以
内
、簡
易
舗

装
一
年
以
内
は
、そ
れ
ぞ
れ
掘
り
返
せ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、道
路
掘
削
は
、あ
ら
か
じ
め

区
の
許
可
が
必
要
で
す
。く
わ
し
く
は

道
路
課
設
計
係
(
電
話
内
線
四
三
二
～

七
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

道
路
工
事
予
定

歩
道
舗
装
　
▽
千
住
五
丁
目
一
〇
～
六

二
、五
四
九
メ
ー
ト
ル
、九
月
中
旬
ま

で
　
中
級
舗
装
　
▽
千
住
関
屋
町
二
二

～
二
五
、三
八
六
メ
ー
ト
ル
、九
月
下

旬
ま
で
　
▽
西
新
井
四
丁
目
一
～
同
五

丁
目
三
九
、一
五
八
メ
ー
ト
ル
、十
月

中
旬
ま
で
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
　
▽

大
谷
田
町
四
六
五
、花
畑
町
四
七
二
五

～
六
木
町
八
一
九
、
六
木
町
七
九
〇
～

神
明
町
四
六
三
、
三
〇
三
七
メ

ー
ト

ル
、九
月
中
旬
ま
で
　
▽
千
住
河
原
町

一
～
千
住
緑
町
二
丁
目
一
、二
一
六
メ

ー
ト
ル
、八
月
中
旬
ま
で
　
(
下
水
道

工
事
　
新
田
一
～
三
丁
目
の
一
部
地
域

と
千
住
桜
木
町
三
二
～
千
住
宮
本
町
二

八
の
歩
道
　
四
十
三
年
三
月
末
日
ま
で
=

都
下
水
道
局
=
)

勤
労
青
少
年
の

帰
郷
に
運
賃
割
引
き

家
庭
の
お
手
伝
い
さ
ん
と
し
て
働
い

て
い
る
青
少
年
が
帰
郷
す
る
と
き
、運
賃

が
二
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、年
令
満
十
五
歳
以
上
二
十
歳
未
満

で
、就
職
し
た
と
き
都
内
へ
住

民
登
録
を
移
し
て
あ
る
こ
と
。ま
た
、帰
郷

の
際
、国
鉄
、東
武
鉄
道
、名
古

屋
鉄
道
、近
畿
鉄
道
を
片
道
百
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
利
用
す
る
場
合
で
あ
る
こ

と
。そ
の
他
、詳
し
い
こ
と
は
…
東
京

婦
人
少
年
室
(
千
代
田
区
大
手
町
一
―

七
、電
話
二
一
二
―
〇
四
八
〇
、八
七

三
〇
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
母
試
験

受
験
資
格
　
(
1
)
高
卒
ま
た
は
文
部
大
臣

が
同
等
以
上
の
資
格
と
認
め
た
か
た
　
(
2
)

十
八
歳
に
達
し
た
後
、児
童
福
祉
施
設
で

三
年
以
上
児
童
の
保
護
に
従
事

し
た
か
た
　
(
3
)
そ
の
他
厚
生
大
臣

が
資
格
を
有
す
る
と
認
め
た
か
た

試
験
日
　
九
月
十
、十
五
日
～
十
七
日

受
付
期
間
　
八
月
八
日
(
火
)
ま
で

受
付
場
所
　
都
庁
第
二
庁
舎

都
住
公
募

次
ぎ
に
よ
り
都
営
住
宅
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
し
込
み
用
紙
の
交
付
　
八
月
十
四

日
(
月
)
月
～
十
九
日
(
土
)
　
区
役

所
一
階
区
民
課
窓
口
、第
二
庁
舎
、各

出
張
所

受
け
付
け
　
八
月
十
四
日
(
月
)
～

二
十
二
日
(
火
)

抽
せ
ん
会
　
九
月
二
十
一
日

当
選
発
表
　
九
月
二
十
二
日
(
日
刊

新
聞
朝
刊
に
掲
載
)

公
募
戸
数
　
▽
第
一
種
九
百
五
十
七

戸
　
▽
第
二
種
二
千
四
十
九
戸
　
▽
母

子
世
帯
向
き
百
五
戸
　
特
別
低
所
得
世

帯
向
き
二
百
二
戸
　
老
人
世
帯
向
き
　

二
十
六
戸
　
合
計
三
千
三
百
三
十
九
戸

区
内
の
公
募
戸
数
　
▽
第
二
種
　
東
栗

原
町
四
十
五
戸
　
▽
母
子
世
帯
向
き

同
町
二
十
六
戸
　
合
計
七
十
一
戸

窓口のご案内

戸 籍…… ( 2)

出 生

死 亡

今
回
は
、
出
生
届
と
死
亡
届
に

つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き

届
け
出
る
の
が
出
生
届
で
す
が
、

そ
の
前
に
妊
娠
届
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
の
妊
娠

届
は
戸
籍
上
の
届
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、妊
娠
し
た
と
き
出
張
所

へ
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
届
け
に
医
者
な
ど
の
証

明
書
は
い
り
ま
せ
ん
。届
け
出
が

済
み
ま
す
と
母
子
健
康
手
帳
を
く

れ
ま
す
。こ
の
手
帳
は
、妊
娠
し

た
と
き
か
ら
、出
生
後
、小
学
校

に
あ
が
る
と
き
ま
で
の
間
、お
か

あ
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康
状
態
を

記
録
す
る
も
の
で
、戸
籍
の

出
生
届
や
配
給
籍
の
出
生

届
、母
子
栄
養
食
品
(
紛
ミ

ル
ク
、牛
乳
)
の
受
給
(
区

民
税
の
均
等
割
以
下
の
世

帯
)
な
ど
の
際
に
も
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
た
い
せ
つ

に
し
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、

破
れ
た
り
、
な
く
し
た
り
し

た
と
き
は
、
区
役
所
の
保
健

衛
生
係
か
出
張
所
で
再
交
付

し
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
手
帳
の
な
か
に
保
健

所
あ
て
の
「
は
が
き
」
が
は

い
っ
て
い
ま
す
の
で
、あ
か
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、す
ぐ
記
入

し
て
保
健
所
へ
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
知
ら
せ
に
よ
っ
て

、

保
健
所
で
は
、
児
童
健
康
相
談
や

予
防
接
種
の
案
内
を
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

出
生
届

あ
か
ち
ゃ
ん
は
、出
生
と
同
時

に
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
、法
律

上
の
人
格
を
も
ち
ま
す
。ま
た
、

出
生
の
事
実
だ
け
で
親
と
の
間
に

親
子
関
係
が
生
じ
ま
す
。し
か
し
出
生

の
届
け
出
が
な
い
と
具
体
的

な
身
分
関
係
が
定
ま
ら
な
い
た
め

権
利
の
主
張
が
一
部
制
限
さ
れ
て

し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
の
で

、

間
違
い
の
な
い
よ
う
、
よ
く
注
意

し
て
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

〈届
出
期
間
〉出
生
の
日
か
ら
数

え
て
十
四
日
以
内
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。し
か
し
、出
生
の
届
け
出

前
に
子
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

死
亡
届
と
い
っ
し
よ
に
死
亡
し
た
事

実
を
知
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

〈届
出
義
務
者
〉第
一
に
父
、第

二
に
母
で
、父
母
が
届
け
出
ら
れ

な
い
と
き
は
、同
居
者
、医
師
の

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
届
出
地

〉
出
生
地
の
市
区
町
村

役
場
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。た
と

え
ば
、父
母
の
本
籍
地
が
足
立
区

で
も
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
の
産
院
な

ど
が
、ほ
か
の
区
だ
っ
た
場
合
は

そ
こ
の
区
役
所
へ
届
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。足
立
区
の
戸
籍
事

務
取
り
扱
い
は
、区
役
所
と
第
二

庁
舎
の
戸
籍
係
の
二
か
所
で
す
。

〈届
け
書
の
数
〉出
生
地
が
本
籍

地
と
同
じ
場
合
は
一
通
、
そ
れ
以

外
の
と
き
は
二
通
必
要
で
す
。

〈子
の
名
に
用
い
る
文
字
〉当
用

漢
字
(
千
八
百
五
十
字
)
と
人
名

用
漢
字
(
九
十
二
字
)
に
限
ら
れ

こ
れ
以
外
の
文
字
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

〈子
の
氏
〉通
常
父
母
の
氏
に
な

り
ま
す
が
、
「嫡
出
で
な
い
子
」

は
母
の
氏
を
称
し
母
の
戸
籍
に
は

い
り
ま
す
。
「
嫡
出
で
な
い
子
」

と
は
、
法
律
上
の
婚
姻
を
し
た
男

女
間
の
子
で
な
い
子
を
い
い
、
父

が
認
知
し
た
子
と
、
そ
う
で
な
い

子
と
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

認
知
は
事
実
上
の
父
や
母
が
婚

因
外
に
生
ま
れ
た
子
を
、自
分
の

子
と
し
て
認
め
る
意
志
表
示
で
、

届
出
に
よ
っ
て
確
定
し
、
出
生
時

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
父
母
と
の
間
に

親
子
関
係
が
生
じ
、
法
律
的
に
効

力
を
も
ち
ま
す
。

死
亡
届

〈届
出
期
間
〉死
亡
の
事
実

を
知
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内

〈届
出
義
務
者
〉第
一
順
位

が
同
居
の
親
族
、
第
二
が
そ

の
他
の
同
居
者
、
第
三
が
家

主
、
地
主
、
ま
た
は
家
屋
や

土
地
の
管
理
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
届
出
地
〉死
亡
地
の
市
区

町
村
役
場
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
。

〈届
け
書
の
数
〉死
亡
地
が

本
籍
地
と
同
じ
場
合
は
一

通
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
二

通
必
要
で
す
。

以
上
が
通
常
の
死
亡
届
で
す
が

こ
の
ほ
か
に
死
産
届
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、妊
娠
四
か

月
以
後
の
死
産
の
場
合
に
届
け
出

る
も
の
で
、
手
続
き
は
死
亡
届
と

同
じ
で
す
。

な
お
、火
葬
す
る
の
に
必
要
な
許

可
証
は
、
死
亡
(
死
産
)
届
の

受
け
つ
け
と
同
時
に
発

行
し
ま

す
。
夜
間
、日
曜
、祝
日
の
受
け
付

け
は
、
宿
直
室
で
行
な
い
ま
す
。

区
役
所
の
宿
直
室
は
北
側
の
夜
間

専
用
通
路
か
ら
は
い
っ
て
地
下
一

階
、
第
二
庁
舎
は
南
側
通
用
門
か

ら
お
は
い
り
く
だ
さ
い
。

電
話
の
無
料
相
談

電
電
公
社
で
は
、八
月
十
五
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
、西

新
井
の
青
年
館
で
電
話
の
無
料
相
談
室

を
開
設
し
ま
す
。

電
話
の
架
設
、料
金
問
題
、じ
ょ
う
ず

な
使
い
方
な
ど
、
電
話
の
こ
と
な
ら

な
ん
で
も
ご
相
談
に
の
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生
募
集

足
立
と
江
戸
川
の
両
職
業
訓
練
所
で

は
十
月
入
所
の
訓
練
生
を
次
に
よ
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
、義
務
教
育
修
了
者
で

年
令
、男
女
の
別
な
し
。定
員
は
各
科

三
十
名
、応
募
締
切
り
は
九
月
九
日
ま

で
。申
し
込
み
は
、職
業
安
定
所
ま
た

は
各
訓
練
所
へ
。

写
図
科
(
ト
レ
ー
ス
)

足
立
職
業
訓
練
所
　
足
立
区
足
立
一
―

一
七
、電
話
八
八
七
―
八
二
四
一

溶
接
科
・
ミ
シ
ン
縫
製
科

江
戸
川
職
業
訓
練
所
　
江
戸
川
区
中
央

二
―
三
一
　
電
話
六
五
一
―
一
六
〇
〇

パ
ー
ト
タ
イ
ム

足
立
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
毎
月

第
三
木
曜
日
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
出
張

職
業
相
談
と
紹
介
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
職
種
、
求
人
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
は
、日
本
住
宅
公
団
竹
の
塚
第

一
団
地
第
三
集
会
所
(
竹
の
塚
四
丁
目

三
)
、
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま

で
。

銃
砲
の
検
査
を

受
け
ま
し
よ
う

区
内
の
各
警
察
署
で
は
、九
月
三
十

日
ま
で
銃
砲
の
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。検
査
対
象
は
、昭
和
四
十
一
年
十

二
月
三
十
一
日
現
在
所
持
許
可
を
受
け

て
い
る
猟
銃
(
散
弾
銃
、ラ
イ
フ
ル
銃

)
、空
気
銃
と
所
持
許
可
証
で
す
。

た
だ
し
、こ
と
し
の
四
月
に
更
新
し
た

か
た
や
、十
月
に
更
新
す
る
か
た
は
除

外
さ
れ
ま
す
。

護岸や道路で遊んでいる子を見かけたら「あぶないよ」と一言注意してあげましよう。


